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１．はじめに 
JUSE-StatWorks(ジュース・スタットワークス)は，弊社が開発・販売を行っている統計解析パッケージです．

最新バージョンは，2011 年 9 月に発売を開始した「JUSE-StatWorks/V5」（以下，StatWorks/V5）となります． 

JUSE-StatWorks/V5 に関しましては，2012 年 8 月には解析手法「MT 法」を新規搭載し，それに伴い，製品

ラインナップに「総合編プレミアム」，「品質工学編」を追加しました．また，不具合修正などを目的としたリビ

ジョンアップ版（アップデート版）の公開を不定期に行っています． 

この度，ユーザー様のご要望を踏まえて，幾つかの新規機能を追加した StatWorks/V5 のリビジョンアップ版

をご提供することとなりました． 

本資料では，今回の StatWorks/V5 リビジョンアップ版で新規に追加された機能のご紹介を致します． 

表． StatWorks/V5 の主な製品  

 

製品名 価格（税別）

JUSE-StatWorks/V5 総合編 プレミアム 228,000 円

JUSE-StatWorks/V5 総合編 168,000 円

JUSE-StatWorks/V5 QC 七つ道具編 78,000 円

JUSE-StatWorks/V5 品質管理手法編 128,000 円

JUSE-StatWorks/V5 品質工学編 45,000 円

JUSE-StatWorks/V5 SEM 因果分析編 78,000 円

※価格はスタンドアロン版の価格となります

 

２．新規搭載機能一覧 
 今回の StatWorks/V5 のリビジョンアップ版で新規に追加する機能は，下表の通りです． 

No 解析手法 追加機能 概要 

1 基本統計量/相関係数 カテゴリ数拡張 ・解析で使用できる質的変数のカテゴリ数を 24 から

253 に拡張しました． 

2  統計量の追加 ・「基本統計量」タブで，「分散」，「ﾃﾞｰﾀ予測下限」，「ﾃﾞ

ｰﾀ予測上限」を出力できるようにしました（デフォル

トは非表示．オプション設定で出力できます）． 

3 度数表/多変量クロス表 カテゴリ数拡張 ・解析で使用できる質的変数のカテゴリ数を 24 から

253 に拡張しました． 

4  1×n 分割表の追加 ・「分割表」タブで 1×n 分割表のカイ二乗検定を行え

るようにしました． 

・1×n 分割表のカイ二乗検定を実行するには，質的

変数を 1 個指定します（度数での入力も可）． 

5 ヒストグラム 解析結果の保存機能

の追加 

・ヒストグラムの解析結果画面を，オプション設定も

含めてファイルに保存できるようにしました． 

6 散布図 表示スピード向上 ・表示スピードを向上させました．散布図表示までの

所要時間が約半分となりました． 

7 直積法 解析手法の新規追加 ・解析手法「直積法」を新規に追加しました． 

8 累積法 解析手法の新規追加 ・解析手法「累積法」を新規に追加しました． 

9 CAID（多肢層別分析） 解析手法の新規追加 ・解析手法「CAID（多肢層別分析）」を新規に追加し

ました． 
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３．新規搭載機能のご紹介 
 ここでは，今回のリビジョンアップ版で新規に追加する機能をご説明します． 

 
３－１．カテゴリ数の拡張 

StatWorks/V5 のワークシート上の 1 つの質的変数に入力可能なカテゴリ数は 253 となります．一方，

StatWorks/V5 の解析機能では，1 つの質的変数に対して解析可能なカテゴリ数は 24 以内となります． 

このため，解析時にワークシート上のカテゴリ数が 24 より多い質的変数を使用する場合は，カテゴリ数が 24

以内となるようにユーザーが絞り込みを行う必要があります． 

今回のリビジョンアップでは，StatWorks/V5 上でカテゴリの絞り込みや統合などを行うための情報を取得でき

るようにすることを目的に，解析手法「統計量/相関係数」，「度数表/多変量クロス表」で解析可能なカテゴリ数を

253 に拡張しました． 

都道府県 

（ｶﾃｺﾞﾘ数：47） 

例えば，都道府県

（カテゴリ数：47）の

情報も解析手法

「統計量/相関係

数」，「度数表/多

変量クロス表」で

そのまま集計が可

能となります． 

 
 
３－２．解析結果の保存 
これまで StatWorks/V5 でファイルに保存ができるのは，ワークシート上のデータ，分析結果のグラフ（画像

ファイルとして保存）・統計量（テキストファイルとして保存）のみでした． 

今回のリビジョンアップでは，解析手法「ヒストグラム」に対し，ワークシート上のデータと共に解析結果を

オプション設定も含めてファイル（*.SW5）に保存できる機能を追加しました．解析結果が保存されたファイル

（*.SW5）を開くと，ワークシート上のデータと共に，保存時に表示されていた解析結果画面がオプション設定

も含めて自動的に表示されます．そして，表示された解析結果画面に対し，オプション設定の変更やプロパティ

の変更なども含めて，解析を続行することができます． 

本機能は，後から解析を続行したい場合や他のユーザーに解析結果を渡したい場合などに有用です． 

なお，解析結果の保存機能は 2015 年 3 月下旬からご提供予定です．また，解析結果の保存機能は，まずは解析

手法「ヒストグラム」に対してのみ搭載されますが，今後対象の解析手法を順次増やしていく予定です． 

 
３－３．散布図の表示スピード向上 

StatWorks/V5 のワークシートに入力可能なデータサイズは 1,000 変数(列)×100,000 サンプル(行)です．この

ため，StatWorks/V5 ではユーザーがサンプル数の多い場合に散布図を描画する機会が増えております．しかし，

散布図はプロット数に比例して処理時間がかかるため，サンプル数が多いと散布図の表示までに時間がかかって

おりました．このような状況を踏まえ，今回のリビジョンアップで散布図の表示スピードの向上を図りました． 

その結果，散布図の表示時間は従来の約半分となりました． 

なお，StatWorks/V5 の解析手法「散布図」にはメッシュ表示機能もご用意しておりますので，サンプル数が多

い場合はメッシュ表示機能のご使用もご検討下さい． 

散布図に限らず，データ数が多い場合に StatWorks/V5 をご使用頂く機会は今後ますます増えることが予想さ

れますので，引き続きシステムの処理スピード向上を図っていく所存です． 
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３－４．直積法 
（１）概要 
“直積法”は，実験計画法の一手法であり，直交配列表の外側に因子をわりつけた実験の計画，並びに，その

解析方法のことを指します． 

因子A 因子B 因子C 

因子D 

因子E 

内側因子 

外側因子 

特性値 

 
図．直積法の実験レイアウト 

直積法では，通常，内側因子と外側因子との間の交互作用に注目します．特に，制御因子と誤差因子との交互

作用を利用して誤差因子の影響の低減を図る（すなわち，ロバストな最適条件を探索する）パラメータ設計で，

この直積法の実験レイアウトが採用されており（制御因子を内側に割付け，誤差因子を外側に割付ける），直積法

の解析も制御因子と誤差因子との交互作用に着目してロバストな最適条件を得ることを目的として行われること

が多いと思います． 

直積法の実験レイアウトで得られたデータに対し，パラメータ設計では，内側の計画表の実験 No 毎に SN 比・

感度を算出し，その SN 比・感度を解析特性として制御因子の最適条件を求めます．一方，直積法の解析では，

各制御因子と各誤差因子との間の交互作用の有無を把握し，それに基づいて制御因子の最適条件を求めます．こ

のため，直積法の解析を行うことにより，制御因子と誤差因子との関係をより詳細に把握できる場合があります． 

今回のリビジョンアップでは，StatWorks/V5 に直積法の解析を実行できる新規解析手法「直積法」を追加しま

した．ただし，今回新規に追加した解析手法「直積法」をご使用いただけるのは，StatWoks/V5 品質管理手法編，

総合編，総合編 with SEM，総合編 with MT，総合編プレミアムをお持ちで，かつ，有償保守契約を締結された

ユーザー様となります． 

 
（２）機能 

StatWorks/V5 の解析手法「直積法」で分析可能な因子数，計画種類などは下表の通りとなります； 

No 設定項目 仕様 

1 因子数 ・内側因子，外側因子を合わせて 26 因子以内 

2 計画種類 ・内側，外側それぞれに対し，下記の計画を指定可；  

－直交配列表（L4，L8，L9，L12，L16，L18，L27，L32，L36，L54，L64，L81） 

－要因配置計画 

・2 水準系・3 水準系直交配列表は，擬水準法・多水準法による因子のわりつけにも対応

3 変数指定 ・量的変数：1～1,000（特性値．外側の計画表の実験回数分）  

・質的変数：0～26（実験条件．内側因子の因子数分．省略可）  

・サンプル名：0～2（わりつけ．内側，外側の順．省略可） 

また，解析手法「直積法」の解析結果画面のタブ構成と各タブの主な出力項目，統計量は下表のようになります； 

No グループ タブ 主な出力項目・統計量 

1 実験ﾃﾞｰﾀ 実験ﾃﾞｰﾀ 実験条件，特性値 

2  ﾃﾞｰﾀﾌﾟﾛｯﾄ 要因毎のデータプロット，実験 No 毎のデータプロット 

3  統計量 ﾃﾞｰﾀ数，平均 

4  因子名・水準名 特性名，因子名，水準名（編集可） 

5 分散分析表 分散分析表 分散分析表（平方和，自由度，分散，分散比，p 値，寄与率） 

6 推定値 推定値ﾌﾟﾛｯﾄ 推定条件一覧グラフ，要因効果図 

7  推定値 母平均，95%信頼区間，95%予測区間 

8  差の推定 母平均の差（点推定値，95%信頼区間），lsd，検定結果 

9 残差 残差一覧表 実測値，推定値，残差，残差 t 値 

10  正規確率ﾌﾟﾛｯﾄ 残差 t 値の正規確率プロット 
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（３）活用例 
 2 種類のエッチング液によって特性値（薄膜金属材料の表面加工深さ）がばらつかないようにする制御因子の水

準組合せを探索することを目的に，制御因子を内側に，誤差因子「エッチング液」を外側にわりつけた直積実験

を行いました．実験で取り上げた因子などの情報，並びに，実験条件と得られたデータは次のようになります； 

特性値 薄膜金属材料の表面加工深さ 

内側因子 

（8 因子） 

A：アルミ配線，B：薬剤 B 割合，C：薬剤 C 割合，D：ﾚｼﾞｽﾄﾍﾞｰｸ温度，E：ｴｯﾁﾝｸﾞ液温度， 

F：薬剤 F 濃度，G：薬剤 G 濃度，H：ｼｰﾄ抵抗値     （A は 2 水準，B～H は 3 水準）

外側因子 I：ｴｯﾁﾝｸﾞ液 

計画種類 内側：L18，外側：一元配置（繰り返し無し） 

 
 プーリング後の分散分析表は下図のようになります．この分散分析の結果から次のことが分かります； 

・ 外側に割付けた誤差因子「I：ｴｯﾁﾝｸﾞ」と交互作用が有意となった制御因子は「E：ｴｯﾁﾝｸﾞ液温度」のみであ

る．よって，因子 E により，表面加工深さに対するエッチング液の種類の違いによる影響を低減できる可能

性がある． 

・ 制御因子「A：アルミ配線」，「C：薬剤 C 割合」，「D：ﾚｼﾞｽﾄﾍﾞｰｸ温度」は主効果のみが有意となった．よっ

て，表面加工深さの平均値はこれらの因子により調整できる． 

 

分散分析で有意となった要因に対する要因効果図は下図のようになります． 

特に下図より，制御因子「E：ｴｯﾁﾝｸﾞ液温度」を第 3 水準とすると，エッジング液の種類が変わっても特性値の

変化を抑えられる（すなわち，エッチング液の種類に対してロバストとなる）ことが分かります． 

 

プーリング前の分散分析表 

誤差因子の影響を低減できる 

平均値の調整ができる 

因子 E を第 3 水準にすると，

誤差因子の水準が変わって

も特性値の変化は小さい 
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３－５．累積法 
（１）概要 
“累積法”は，実験計画法の 1 手法であり，特性値が度数である実験データに対する解析方法のことを指しま

す．そして，評価段階（クラス）は 2 段階以上でも解析可能です（例えば，不良・良（2 段階），1 級品・2 級品・

3 級品（3 段階） など）．さらに多くの場合，クラスには順序性がありますが，累積法はクラスの順序性を考慮し

た分析となっています．すなわち，クラスに順序性がある場合，解析では累積度数/比率を使用することによって

効率が良い（検出力が高い）分析を行うことができると言われておりますが，累積法は，名前の通り，累積度数/

比率を用いた分析となっています． 

因子A 因子B 因子C 小 中 大 

因子 特性値（度数） 

1 1 1 

1 1 2 

2 2 26 

3 3 24 

因子A 因子B 因子C 小 小+中 小+中+大

因子 累積度数 

1 1 1 

1 1 2 

2 4 30 

3 6 30 

累積法では， 

解析時は累積 

度数を使用 

1 2 1 10 2 18 1 1 2 10 12 30  
このように，累積法によって，標準的な実験計画法の解析方法では扱えなかった特性値の種類（クラス数が 3

以上である度数データ）に対処できます． 

今回のリビジョンアップでは，StatWorks/V5 に累積法の解析を実行できる新規解析手法「累積法」を追加しま

した．ただし，今回新規に追加した解析手法「累積法」をご使用いただけるのは，StatWoks/V5 品質管理手法編，

総合編，総合編 with SEM，総合編 with MT，総合編プレミアムをお持ちで，かつ，有償保守契約を締結された

ユーザー様となります． 

なお，StatWorks/V5 の解析手法「累積法」では，クラスに順序性が無い場合の解析（度数法）やポアソン分布

に従うデータの解析も行うことができます． 

 
（２）機能 

StatWorks/V5 の解析手法「累積法」で分析可能な因子数，計画種類などは下表の通りとなります； 

No 設定項目 仕様 

1 因子数 ・26 因子以内 

2 クラス数 ・1～10 

3 データ種類 ・n 個中の発生件数（不良件数など，多項分布に従う度数データ） 

・単位あたりの発生件数（欠点数など，ポアソン分布に従う度数データ） 

4 計画種類 ・下記の計画を指定可；  

－直交配列表（L4，L8，L9，L12，L16，L18，L27，L32，L36，L54，L64，L81） 

－要因配置計画 

・2 水準系・3 水準系直交配列表は，擬水準法・多水準法による因子のわりつけにも対応

5 分析方法 ・累積法（クラスに順序性がある場合） 

・度数法（クラスに順序性が無い場合） 

6 変数指定 ・量的変数：1～10（特性値．クラス数分）  

・質的変数：0～26（実験条件．因子数分．省略可）  

・サンプル名：0～2（わりつけ．省略可） 

また，解析手法「累積法」の解析結果画面のタブ構成と各タブの主な出力項目，統計量は下表のようになります； 

No グループ タブ 主な出力項目・統計量 

1 実験ﾃﾞｰﾀ 実験ﾃﾞｰﾀ 実験条件，度数，累積度数 

2  ﾃﾞｰﾀﾌﾟﾛｯﾄ 要因毎の帯・折れ線グラフ，実験 No 毎の帯・折れ線グラフ 

3  統計量 n 数，度数合計，累積比率 

4  因子名・水準名 特性名，因子名，水準名（編集可） 

5 分散分析表 分散分析表 分散分析表（平方和，自由度，分散，分散比，p 値，寄与率） 

6 推定値 推定値ﾌﾟﾛｯﾄ 推定条件一覧グラフ（帯・折れ線），要因効果図（帯・折れ線） 

7  推定値 累積比率の点推定値，95%信頼区間 

8  差の推定 推定値の差（点推定値），lsd，検定結果 

9 残差 残差一覧表 実測値，推定値，残差，残差 t 値 

10  正規確率ﾌﾟﾛｯﾄ 残差 t 値の正規確率プロット 
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（３）活用例 
鋼板上の洗浄油残りの低減を目的に，それぞれの制御因子の水準の組合せで 30 枚の鋼板を洗浄し，洗浄後にそ

れぞれの鋼板上に一定量の水滴を垂らしてその面積を 3 段階（小，中，大）で評価しました． 

実験で取り上げた因子などの情報，並びに，実験条件と得られたデータは次のようになります； 

特性値 各評価段階（小，中，大）の度数（「大」の割合が多い方が望ましい条件となる） 

因子 

（7 因子） 

A：洗浄油種類，B：粘度，C：温度，D：吐出量，F：ロール材質，G：圧下力，H：回転数 

（全て 2 水準）

交互作用 A×B，A×C，B×C，A×D，F×H，F×G 

計画種類 L16 

 
プーリング後の分散分析表は下図のようになります．累積法では，クラス数によらず出力される分散分析表は

１つとなります（全てのクラスの平方和，自由度は 1 つに統合されます）．そして，分散分析表の見方は，通常の

分散分析と同様となります．よって，下図の分散分析の結果から次のことが分かります； 

・ 有意となった要因は「A：洗浄油種類」，「A：洗浄油種類×B：粘度」，「A：洗浄油種類×D：吐出量」であ

る．また，1 次誤差も有意となる． 

なお，要因「C：温度」は有意ではありませんが，分散比が 2 以上であるため，推定で用いることにします． 

 
推定に用いる要因（分散分析で有意となった要因＋C の主効果）に対する要因効果図は下図のようになります． 

 
要因効果図より，最適条件（「大」の割合が多くなる条件）は A1B1C1D2 であることが分かります． 

プーリング前の分散分析表 
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３－６．CAID(多肢層別分析) 
（１）概要 
“CAID(多肢層別分析)”は，多変量解析の 1 手法であり，1 つの目的変数（質的変数）と複数の説明変数（質

的変数）が存在する場合に，解析対象サンプルを説明変数によって逐次的に層別し，解析対象サンプルのグルー

プ分けを行うことができる分析方法です． 

CAID(多肢層別分析)では，分割対象のノードに含まれるサンプルを，目的変数（質的変数）と最も関連が強い

説明変数（質的変数）により層別します．そして，このような層別を逐次的に実行します．また，分割対象のノ

ードに含まれるサンプルを分割する際には，分割に用いる質的変数のカテゴリ数分のグループに分割します（一

方，AID(多段層別分析)では 2 つのグループに分割します）． 

0 

1 

2 

3 

0 0 

4 

5 

6 

7 

1 

2 

3 

ノード0を説明変数A

（ｶﾃｺﾞﾘ数：3）で層別 

ノード1を説明変数B

（ｶﾃｺﾞﾘ数：4）で層別 
ノード2

を・・・ 

 
CAID（多肢層別分析）は，目的変数と説明変数との間の関係の把握や，目的変数が良い/悪い状態となる説明

変数のカテゴリの組合せの把握など，データの特徴の把握を目的とした分析で特に有用であると思います． 

 今回のリビジョンアップでは，StatWorks/V5 に CAID(多肢層別分析)を実行できる新規解析手法「CAID(多肢

層別分析)」を追加しました．ただし，今回新規に追加した解析手法「CAID(多肢層別分析)」をご使用いただける

のは，StatWoks/V5 総合編，総合編 with SEM，総合編 with MT，総合編プレミアムをお持ちで，かつ，有償

保守契約を締結されたユーザー様となります． 

 
（２）機能 

StatWorks/V5 の解析手法「CAID(多肢層別分析)」で分析可能なデータは下表の通りとなります； 

No 設定項目 仕様 

1 変数指定 ・基準変数（目的変数）・・・質的変数：1 

・説明変数 ・・・・・・・・質的変数：1～256 

2 ｶﾃｺﾞﾘ数 ・各質的変数に対して 2～24（基準変数，説明変数とも） 

3 ｶﾃｺﾞﾘ統合 ・総合しない（デフォルト） 

・隣接時は統合する  

・統合する 

また，解析手法「CAID(多肢層別分析)」の解析結果画面のタブ構成と各タブの主な出力項目，統計量は下表の

ようになります； 

No タブ 主な出力項目・統計量 

1 ｶﾃｺﾞﾘ設定 変数名，カテゴリ名，度数，カテゴリ統合設定 

2 ｶﾃｺﾞﾘ集計 基準変数・説明変数に対する円グラフ 

3 解析結果・ｸﾞﾗﾌ 分割結果のツリー（円グラフ，度数，比率），分割の有意判定基準値設定 

なお，解析手法「CAID(多肢層別分析)」の内部処理においては，各ノードの分割実施有無の判定，分割使用変

数の特定は，下記のように行っています． 

No 処理項目 仕様 

1 各ノードの分割

実施有無の判定 

・当該ノードに対し，カイ二乗検定の p 値が有意判定基準値以下の説明変数が存在す

れば，当該ノードの分割を行うと判定  

・有意判定基準値のデフォルトは 0.05（変更可） 

2 分割使用変数の

特定 

・当該ノードの分割を行う場合，分割で使用する説明変数はチュプロウの連関係数 T

が最大の説明変数とする． 

・チュプロウの連関係数 T はカイ二乗値χ2を度数合計と自由度で調整した値である

・分割で使用する説明変数を手動で変更することも可能 
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（３）活用例 
歩留りと 3 つの要因（重合温度，触媒の種類，原材料のメーカー）との関係を把握するため，CAID(多肢層別

分析)による分析を行います．分析で用いる変数，並びに，データは次のようになります； 

変数種別 変数名 ｶﾃｺﾞﾘ数 ｶﾃｺﾞﾘ 

基準変数 歩留まり 3 高，中，低 

説明変数 重合温度 4 65℃，70℃，75℃，80℃ 

 触媒の種類 3 従来品，改良品 1，改良品 2 

 原材料のﾒｰｶｰ 2 P 社，Q 社 

 

 
このデータに対する分析結果は下図のようになります．下図より下記のことが分かります； 

・ まず全体が「重合温度」（65℃，70℃，75℃，80℃）で層別される 

・ 次に，重合度が 65℃のグループは触媒の種類で層別される．このとき，触媒の種類が従来品・改良品の場合

は歩留りが良い割合が多く，触媒の種類が改良品 2 の場合は歩留りが悪い割合が多い傾向がある 

・ また，重合度が 70℃，80℃のグループは原材料のメーカーで層別される．両グループとも，原材料のメーカ

ーが P 社の場合に歩留りが悪い割合が多い傾向がある 

・ また，これらのことは，歩留りに対し，重合温度が低い場合は触媒の種類が影響し，重合温度が高い場合は

原材料のメーカーが影響していることを示している． 

※右図に続く 

まず重合温度

で層別される 

重合度が 65℃

のグループは

触媒の種類で

層別される 

重合度が 70℃，

80℃のグループ

はそれぞれ原材

料のメーカーで

層別される

～中略～ 
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４．ご提供方法・ご提供時期 
 今回ご紹介した新規追加機能が使用できるリビジョンアップ版のご提供方法・ご提供時期は下表の通りです； 

No 解析手法 新規追加機能 既
存 

保
守 

新
規 

提供方法 提供時期 対象製品 

1 基本統計量/相関

係数 

カテゴリ数拡張 ● ● ● 【既存/保守】 

自動アップデー

ト/ダウンロード 

【新規】 

製品同梱 CD 

2014/ 
12/25～ 

全製品 

2 統計量の追加 ● ● ●  

3 度数表/多変量ク

ロス表 

カテゴリ数拡張 ● ● ●   

4 1×n 分割表の追加 ● ● ●   

5 ヒストグラム 解析結果の保存機能

の追加 

● ● ● 2015 年  

3 月下旬～ 

SEM 編・品

質工学編・

設計開発技

法編以外 
6 散布図 表示スピード向上 ● ● ● 2014/ 

12/25～ 

7 直積法 解析手法の新規追加  ●  有償保守契約 

ユーザー様向け

アップデート版

CD 

2015 年  

1 月末～ 

品質管理手

法編 

総合編以上8 累積法 解析手法の新規追加  ●  

9 CAID( 多肢層別

分析) 

解析手法の新規追加  ●   総合編以上

※「既存」は，有償保守契約サービスを締結されていない対象製品のユーザー様を指します 

※「保守」は，有償保守契約サービスを締結されている対象製品のユーザー様を指します 

※「新規」は，新規購入をされた方を指します 

※「総合編以上」は，総合編，総合編 with SEM，総合編 with MT，総合編プレミアム を指します  

 

５．おわりに 
本資料では，今回の StatWorks/V5 のリビジョンアップ版での新規搭載機能についてご紹介致しました． 

弊社は今後もユーザー様のご要望に応えるべく，StatWorks/V5 の機能強化に取り組んでまいりますので，

StatWorks/V5 ユーザー様は，引き続きご愛顧のほど宜しくお願い致します．また，以前のバージョンをお持ちの

ユーザー様やまだ StatWorks/V5 をお持ちでない方は，今回を機会に StatWorks/V5 のご導入をご検討頂ければ

幸いです． 
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